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１　問題と目的

中央教育審議会（2016）は，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」において，「よりよい学校教育を通じて
よりよい社会を創るという目標を学校と社会とが共有し，それぞれの学校において，必要な教
育内容をどのように学び，どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを明確にし
ながら，社会との連携・協働によりその実現を図っていくという「社会に開かれた教育課程」
を理念とし，新しい時代を切り拓いていくために必要な資質・能力や学ぶべき内容などの全体
像を分かりやすく見渡すことのできる「学びの地図」として，学習指導要領等を学校や家庭，
地域，社会の関係者が幅広く共有・活用していくことが求められている」と述べている。そし
て，それを実現するためには，①「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力），②

「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と，教科等間・学校段階間のつながりをふまえた教育課程の
編成），③「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実施，学習・指導の改善・充実），
④「子ども一人ひとりの発達をどのように支援するか」（子どもの発達をふまえた指導），⑤「何
が身に付いたか」（学習評価の充実），⑥「実施するために何が必要か」（学習指導要領等の理
念を実現するために必要な方策）という６点に沿って学習指導要領の改訂が行われた。

この６つの観点の一つである「何を学ぶか」については，これまでの学習指導要領において
も学力の三要素を意識した「確かな学力」のバランスのとれた育成を重視し，各教科等を貫く
言語活動や体験活動等の充実を図ってきた。その結果，2015 年度の国際数学・理科教育動向
調査（TIMSS2015）の平均得点は，1995 年度と比較して有意に上昇し（文部科学省・国立教
育政策研究所，2016a），OECD 生徒の学習到達度調査（PISA2015）では，2006 年に比べて「自
分の将来に理科の学習が役に立つ」と感じている生徒の割合が増加した（文部科学省・国立教
育政策研究所，2016b）など一定の成果が得られている。しかし，平成 27 年度全国学力・学
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習状況調査の結果からは，判断の根拠や理由を示しながら自分の考えを述べることには依然と
して課題があり（文部科学省・国立教育政策研究所，2015），日本の高校生は，米中韓の高校
生に比べて自尊心が低く，「自らの参加により社会現象が変えられるかもしれない」という意
識も低い（国立青少年教育振興機構，2015）など，学ぶことと自分の人生や社会とのつながり
を実感しながら，自らの能力を引き出し，学習したことを活用して，生活や社会の中で出会う
課題の解決に主体的に取り込んでいくという面から見た学力については，依然として課題があ
ることが指摘されている。このような課題の背景には，指導の目的が「何を知っているか」に
とどまりがちで，知っていることを活用して「何ができるようになるか」にまで発展していな
いことが考えられることから，新学習指導要領においては，教科等を学ぶ意義の明確化と教科
等横断的な教育課程の検討・改善を図ることが一層重要であると強調されている。

特に，知的障害のある児童生徒には，学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく，
実際の生活の場面の中で活かすことが難しいといった学習上の特徴があるため，抽象的な内容
の指導よりも，実際的な生活場面の中で，具体的に思考や判断，表現ができるような指導が効
果的である（文部科学省，2018）。そのため，知的障害教育における教育課程は，「教科別の指
導」や「各教科等を合わせた指導」という指導形態をとっている。この２つの指導形態につい
て，山口・金子（2004）は，「教科別の指導」と「各教科等を合わせた指導」は，相互補完的・
相補的関係にあると述べている。すなわち，「教科別の指導」においては，学習の中で身につ
ける知識や技能は，生活や社会の中でどのように活かしていくことができるのかといった視点
から指導を考える必要があり，「各教科等を合わせた指導」では，児童生徒の学校生活や家庭・
地域生活，卒業後の職業生活を想定した「具体的課題」を見据えて実際的・総合的に学習でき
るような工夫が必要である。そして，双方の内容と学習方法を関連付けて，学びの文脈を意識
した教育活動が展開されなければならない。

しかしながら，「各教科等を合わせた指導」の代表的な教育課程である生活単元学習に関し
ては，知的障害の特性に即した効果的な指導方法であることが認知されている一方で，「行事
や季節の学習になりがち。実態や生活とどのように関連させていくとよいのかわからない」，「年
間指導計画にそった内容の授業をただただこなしているだけになっている」などのように，生
活単元学習の考え方や生活単元学習で育つ力などの理解が不十分という状況があることが報告
されている（竹林地，2017）。このように生活単元学習に関する理解不足が指摘されているに
も関わらず，国立特別支援教育総合研究所（2006）は，全国の教育センター等における生活単
元学習に関する研修コマ数の割合が 10％に満たない県が多数あることを報告している。した
がって，教師が生活単元学習について学ぶ機会を確保し，その学習を通して「教科等を合わせ
た指導」とはどうあるべきか，そして「教科横断的な学習」の意義や意味を再確認し，実際の
教育活動に反映させられるようにすることが喫緊の課題であると言える。

ところで，特別支援教育の専門性の向上に関する重要性は，さまざまなところで議論されて
おり，なかでも特別支援学級の担当教員の専門性については，多くの課題があると指摘されて
いる。例えば，特別支援学級担当教員の特別支援学校教諭免許状の保有率が３割程度であり，
特別支援教育の専門性が不十分なまま担当しているという現状が指摘されている（文部科学省，
2020）。また，特別支援学級の担当歴が浅かったり，初担当者が多かったりするといった指摘
もある（21 世紀の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会議，2001）。そして，特別支援
学級の担当教員の多くは，専門性向上のための研修が必要と感じており，特に「教育課程の編

池田　寛法・田邊　美穂・水谷　泰・西村　響子・瀬川　大輔・高野　睦美・富山　光浩・黒木　恵・戸ヶ﨑　泰子　24



成」，「授業づくり」に関する研修を求めていることや，「授業づくり」に関する情報や資料は，
今後必要なものとしてのニーズが高いといったことが明らかにされている（竹林地，2014）。
　では，研修ニーズが高い「授業づくり」が言うところの授業とは，具体的にどの授業を意味
しているのだろうか。特別支援学級に在籍する児童生徒には，知的障害や発達障害等に起因す
る特性や個性があるため，一人ひとりの教育的ニーズや実態に即した授業計画が必要になる。
また，教育課程も特別支援学校学習指導要領をふまえた編成になっていることから，通常の学
級での教育経験のみで対応することは非常に難しいであろうことは容易に想像できる。つまり，
知的障害特別支援学級担当者の多くが研修の必要性を強く感じている「授業づくり」とは，上
述した生活単元学習のような「各教科等を合わせた指導」の授業づくりや，「教科別の指導」と「合
わせた指導」を関連づけることに関する研修であると考えられる。そこで本研究では，知的障
害特別支援学級における生活単元学習と関連づけた教科別の指導の授業づくりの実践を通し
て，知的障害特別支援学級を初めて担当する教員の授業づくりの専門性の向上に向けた授業研
究の進め方について考察する。
　授業づくりに関する専門性の向上を目指した研修の在り方については，竹林地（2017）が，
生活単元学習の理解に不十分さがあると教師が自己認識する背景には，単元づくり・授業づく
りに不可欠な教材研究が教師一人で行われ，授業や単元の振り返り，児童生徒の学習活動の意
味づけ，教師の指導・支援の意味づけも個人でしか行われていないことが関係しているのでは
ないかと述べている。そして，生活単元学習のよりよい実践のためには，同僚教師等との語り
合いの中で，児童生徒の内面の変化や成長の位置づけ・意味づけを行うことが不可欠だとも述
べている。つまり，単元ごとの授業計画や教材研究から授業実践，振り返りまでの PDCA サ
イクルを同僚教師等との語り合いの中で行うことが重要であると言える。そういった取組を繰
り返すことで，授業研究において多面的な議論が可能となり，より教育効果の高い授業を構想・
実践できるようになると期待される。さらに，授業づくりから授業後の振り返りまでの一連の
授業研究に複数の教員が参加することで，授業者自身の専門性向上のみならず，参加した教員
すべての専門性向上にもつながるという相乗的な効果も得られるであろう。そこで本研究で行
う授業研究では，複数の教員が学習指導案検討から研究授業までの一連の取組に参加する形態
の授業研究会を行うことにする。

２　方法

（１）対象生徒
　対象中学校での教科別の指導は，知的障害の生徒 18 名を習熟度別に３グループに分けて行
われている。本研究では，そのグループのうち習熟度が最も高く，高等学校への進学をめざし
ている通常の教育課程に準じた教育課程で学習するグループＡの生徒５名を対象とした（３
年生男子１名，女子２名，２年生女子２名）。各生徒の知的発達の状態や希望する進路等は，
Table １に示すとおりである。
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Table１ 対象生徒の知的発達の状態や希望する進路 

生徒 
学年 

性別 
知的発達の状態 希望する進路 

Ａ 中学 

２年 

女子 

・軽度の知的障害がある。 

・空間把握が苦手で，漢字書字の誤りが多い。 

・中学校１年生程度の文章読解は可能である。 

・日常生活上の基本的スキルは身に付いており，他者と

の適切なコミュニケーションが可能である。 

単位制高等学校 

Ｂ 中学 

２年 

女子 

・自閉的傾向を伴う軽度の知的障害がある。 

・視覚的手がかりによる理解の方が優位。 

・聴覚過敏があり，大きな音や騒がしい環境が苦手。 

・文字や計算などパターン化した学習は得意だが，長文

読解や応用問題は苦手。 

特別支援学校 

高等部 

Ｃ 中学 

３年 

女子 

・多動・多弁の特性があるため，会話が一方的になる。 

・言語理解能力は高いが，不注意の特性があるため，相

手の話を聞き漏らすことが多い。 

・大きな音や騒がしい環境は苦手である。 

・細かな作業が苦手である。 

単位制高等学校 

Ｄ 中学 

３年 

女子 

・軽度の知的障害がある。 

・文字や計算の学習に集中して取り組むことができる。 

・日常生活上の基本的スキルは身に付いている。 

・慣れていない人とのコミュニケーションが苦手で，初

対面の人と接するときは強い緊張を示す。 

特別支援学校 

高等部 

Ｅ 中学 

３年 

男子 

・知的発達に遅れはないが，多動傾向が強く，集中して

学習や作業に取り組むことが難しい。 

・記憶しておくことが苦手で，一度覚えた問題の解き方

を忘れて繰り返し誤答することがある。 

単位制高等学校 

 

（２）  授業者と授業科目 

対象生徒の担当教員は，教職経験 20 年の男性教諭であり，特別支援学級担任経験年数２年目

である。知的障害特別支援学級の担当は初めてで，中学校教諭（数学）１種免許状と特別支援

学校教諭２種免許状を有している。 

 

（３）  授業科目と単元 

本研究で扱った数学科の単元は，「連立方程式」であった。本単元を扱うことにした理由は，

数学科の年間指導計画において，10 月の数学科の単元が「連立方程式」であったというのが

最も大きな理由である。なお，本単元の学習をどのように進めるかについては，同時期に実

施される生活単元学習の内容と関連付けて検討を行った。この時期の生活単元学習は，文化

発表会での販売学習に向けて生活単元学習の計画が立てられていた。そこで，その生活単元

（２）授業者
　対象生徒の担当教員は，教職経験 20 年の男性教諭であり，特別支援学級担任経験年数２年
目である。知的障害特別支援学級の担当は初めてで，中学校教諭（数学）１種免許状と特別支
援学校教諭２種免許状を有している。

（３）授業科目と単元
　本研究で扱った数学科の単元は，「連立方程式」であった。本単元を扱うことにした理由は，
数学科の年間指導計画において，10 月の数学科の単元が「連立方程式」であったというのが
最も大きな理由である。なお，本単元の学習をどのように進めるかについては，同時期に実施
される生活単元学習の内容と関連付けて検討を行った。この時期の生活単元学習は，文化発表
会での販売学習に向けて生活単元学習の計画が立てられていた。そこで，その生活単元学習で
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学習での学習や販売学習において，数学科の「連立方程式」で学習した内容を関連付けて，

「連立方程式」の考え方や計算方法が実生活に役立つことを経験的に理解させるためにはど

うしたらよいのか検討を重ねた。そして，販売学習の際に売上目標を生徒自身に設定させる

ことで生徒の活動意欲を高めることができると考えた。また，その売上目標の設定の際に，

連立方程式の考え方や計算方法を利用して，販売商品それぞれの販売目標数を設定すること

ができると考えた。そこで本研究では，生活単元学習において販売学習に向けた売上目標を

決定するという内容の前に行うことにした数学科の連立方程式（全 15時間計画の 14時間目）

について授業研究に取り組んだ。 

 

（４）  授業づくり研究会等の基本的な流れ 

授業づくりに関する研究会は２回行った。この研究科に参加したメンバーは，小学校特別支

援学級担当教員３人，中学校特別支援学級担当教員４人（授業者を含む），特別支援教育を専門

とする大学教員１人の合計８人であった。授業づくりに関する研究会で構想した授業実践につ

いては，授業づくりに関する研究会のメンバー８人に，小学校管理職２人，中学校管理職２人，

県教育庁特別支援教育課の指導主事１人が加わって授業参観と事後検討会を行った。具体的な

日程は Table２に示すとおりである。 

 

Table２ 研究授業に向けた授業研究会等の日程 

名 称 日 程 検討内容 メンバー 

学習指導案の検討会 ８月 27 日 研究授業に向けての

学習指導案の検討 

中学校特別支援学級担当教員４

人 

第１回授業づくり 

研究会 

９月 25 日 研究授業に向けての

学習指導案の検討 

小学校特別支援学級担当教員３

人，中学校特別支援学級担当教員

４人，大学教員１人 

第２回授業づくり 

研究会 

10 月３日 第１回授業づくり研

究会での指摘をふま

えて修正した学習指

導案の再検討 

小学校特別支援学級担当教員３

人，中学校特別支援学級担当教員

４人，大学教員１人 

模擬授業による授業

検討会 

10月 15日 

10月 21日 

修正した学習指導案

に基づいた模擬授業

による授業検討 

中学校特別支援学級担当教員４人 

研究授業及び 

事後検討会 

10月 23日 研究授業の実施と 

事後検討会 

小学校特別支援学級担当教員３

人，中学校特別支援学級担当教員

４人，大学教員１人，小学校・中

学校管理職４人，指導主事１人 

の学習や販売学習において，数学科の「連立方程式」で学習した内容を関連付けて，「連立方
程式」の考え方や計算方法が実生活に役立つことを経験的に理解させるためにはどうしたらよ
いのか検討を重ねた。そして，販売学習の際に売上目標を生徒自身に設定させることで生徒の
活動意欲を高めることができると考えた。また，その売上目標の設定の際に，連立方程式の考
え方や計算方法を利用して，販売商品それぞれの販売目標数を設定することができると考えた。
そこで本研究では，生活単元学習において販売学習に向けた売上目標を決定するという内容の
前に行うことにした数学科の連立方程式（全 15 時間計画の 14 時間目）について授業研究に取
り組んだ。

（４）授業づくり研究会等の基本的な流れ
　授業づくりに関する研究会は２回行った。この研究会に参加したメンバーは，小学校特別支
援学級担当教員３人，中学校特別支援学級担当教員４人（授業者を含む），特別支援教育を専
門とする大学教員１人の合計８人であった。授業づくりに関する研究会で構想した授業実践に
ついては，授業づくりに関する研究会のメンバー８人に，小学校管理職２人，中学校管理職２
人，県教育庁特別支援教育課の指導主事１人が加わって授業参観と事後検討会を行った。具体
的な日程は Table ２に示すとおりである。
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３　結果

（１）授業担当者による授業構想から第２回授業づくり研究会までの検討経過
①　授業担当者自身による授業構想
　授業者が知的障害特別支援学級初担当であることから，まず知的障害教育に関する書籍を読
んで，知的障害のある児童生徒に対する指導・支援方法について学習した。その学んだ知識の
中から，多弁な生徒，集中が途切れる生徒，関心を示さない生徒に有効だと思われる指導・支
援方法を選び，数学科の連立方程式の単元に入る前の単元の授業で試みた。具体的には，多弁
な生徒のためには , 質問のタイミングを確認するためのカードや , 発表回数を表示するカード，
話を聞く時間帯で静かにしていることをプロンプトするためのマスク等を試みた。しかし，い
ずれの支援も , 生徒が使用を嫌がったり，使用手順が分からなかったりして，授業への参加状
況が悪くなったため使用を断念することになった。集中が途切れる生徒や関心を示さない生徒
に対しては，注目を持続させるために好きなキャラクターを利用したり , 声かけを行ったり ,
解き方の手順等を視覚的に提示したりするなどの指導・支援方法を試みた。その結果，授業に
関心を示さなかった生徒も取り組むべき内容が明確になり，集中して取り組むようになったこ
とから，これらの支援方法については継続して採用することとした。
　次に，「連立方程式」は，特別支援学校学習指導要領解説（数学科）ではどのように扱われ
ているかを確認し，対象生徒の目標はいずれも２段階が適切であること，「連立方程式」は「Ａ
数と計算」，「Ｃ変化と関係」，「Ｄデータの活用」に相当することを確認した。また，対象生徒
の数学科の既習内容である「正の数・負の数の計算」，「文字式の計算」，「方程式を解く問題」,「連
立方程式を解く問題」，「文章を読み取る問題」の習得状況を確認するとともに，授業中の課題
の取り組む様子から，課題に対する姿勢について確認した。そして，対象生徒の「正の数・負
の数の計算」，「文字式の計算」，「方程式を解く問題」,「連立方程式を解く問題」に関する正
答率は６割以上であるが，文章題から数量関係を見出し，立式することが苦手であるという実
態をふまえて，連立方程式の学習では，生徒にとって身近な『個数と代金の問題』を取り扱う
ことにした。
　その上で，本研究の単元計画を構想した。知的障害特別支援学級の数学科の単元を計画する
にあたっては，単なる知識・技能の習得を目指すための授業ではなく，生活で役立てることが
できるようになることを主眼におき，生活単元学習の単元「文化発表会を成功させよう」に関
連づけた計画を立てることにした。すなわち，授業内容を「連立方程式を使って文化発表会で
の販売目標を決めること」に設定して，日常生活の課題解決に連立方程式が役立つことが実感
できるようにした。加えて，対象中学校特別支援学級が取り組んでいるキャリア教育において
重点指導課題領域として設定している「課題対応能力の育成」の視点も取り入れて学習指導過
程を計画した。その上で，授業に集中しにくい生徒や授業に関心を示さない生徒に対して有効
であることを確認した支援の手立てを学習指導過程に取り入れた。

②　中学校特別支援学級担当者同士の学習指導案検討会（８月 27 日）
　授業者を含む中学校特別支援学級担当４名で学習指導案について検討した。特に，本研究で
取り組む授業に関しては，キャリア教育重点指導課題領域である「課題対応能力」として，具
体的にはどのような能力を育成するのかについて検討を重ねた。そして，「課題対応能力」の
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中でも ,「目標を設定し実行する力」と「ふりかえり」に課題がある生徒が多いことから , 自
己評価の仕方や自己評価する場面について議論した。特に，自己を客観的に評価することに苦
手さがある自閉的傾向のある生徒については，自己評価を行う前に友だちからよかった取り組
みやがんばっていたことを発表してもらうことで，自己を振り返る手がかりを得ることができ
るようにし，その上で自己評価につなげるようにしてはどうかという意見が挙がり，その手立
てを取り入れることにした。
　その他，言語による説明や指示だけでは理解が難しい生徒に対する指導の工夫として，授業
者が考えていた具体物や視覚的手がかりを用いた指導の工夫の改善を図るための検討の結果，
思考の流れが分かるような板書の仕方に変更したり，生徒一人ひとりの実態に合わせたワーク
シートになるように修正を行ったりした。

③　第１回授業づくり研究会（９月 25 日）
　小・中学校特別支援学級担当教員と大学教員による第１回授業づくり研究会では，中学校特
別支援学級担当教員による学習指導案検討会で検討・修正した学習指導案について検討した。
その結果，本単元の目標が抽象的で具体性に欠けていることや，単元目標と評価項目との整合
性がとれていないことについての指摘があった。また，授業目標については，当初「文化発表
会での販売目標を決める」ことを目標として設定していたが，現在取り組んでいる生活単元学
習の授業目標として設定する方が適切ではないか，数学科の連立方程式に関する学習目標とし
ては不適当ではないかといった指摘があった。生徒の実態については，数学科の既習内容の習
得状況に関する情報を客観的・具体的に整理して示した上で学習に向かう態度について記載す
ることが必要との結論に至った。
　数学科と生活単元学習との関連性や学習内容の順序性に関する議論については，特に多くの
時間を費やした。具体的には，数学科で計画している授業内容を生活単元学習での学習前に行
う方が効果的なのか，それとも生活単元学習の学習後に実施した方が効果的な学習につながる
のかについて検討し，今回は文化発表会前の生活単元学習の中で，数学科で学んだ内容を活か
す経験をもち，文化発表会での販売活動への動機付けを高めるとともに達成感を味わうことが
できるようにすることで，数学科での学習内容が役立つことを実感することができるのではな
いか，そうすることで，数学科での学習に自信と楽しさも感じることができるだろうという結
論に至った。

④　第２回授業づくり研究会（10 月３日）
　第１回の授業づくり研究会での指摘を受けて修正した学習指導案について再検討した。単元
目標については，「２つの数量関係を「表」で表し，身近な問題の解決を図ることができる」
に変更し，14 時間目 /15 時間である本授業では，これまでの授業で学習した連立方程式では
問題解決ができない応用的な課題に「表」を活用して取り組む内容を設定して，授業のめあて
を「文化発表会での販売売上を１万円にするためには，皿と鍋敷きを何枚売ればよいか」にし
た。そうすることで，「表」を使って問題解決するという数学科で学習したことを，生活単元
学習として取り組む文化発表会での販売目標を設定する学習に活かすことができると考えた。
　授業のめあてを提示するタイミングは，生徒の思考の流れを考慮して授業の冒頭に授業のめ
あてと学習の流れを提示することにした。具体的な提示の仕方についても協議して，単に授業
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のめあてを示すのではなく，授業のめあてのキーワードを空欄にすることで，授業のポイント
となるキーワードを意識しながら学習活動に取り組むことができるようにした。
　個人の「本時の目標」の記載の仕方については，実態と目標との整合性が明確になるように，
生徒の実態と到達目標を並べて記載するようにした。また，目標の表現については，生徒自身
が到達状況を自己評価できるように，生徒にも理解できるような具体的な表現になっているか
の点検を行った。
　最後に学習内容と指導過程を全体的に点検して，学習過程の時間配分，特に導入の時間配分
や効率的に理解を促すための支援について検討したり，課題量の調整をしたりすることで学習
内容の焦点化を図った。

⑤　模擬授業による授業検討会（10 月 15 日・10 月 21 日）
　学習指導案に関する複数回の検討会を通じて修正した学習指導案にしたがって模擬授業を実
施し，授業の進め方について検討した。模擬授業による検討は，授業者を含む中学校特別支援
学級担当教員４人で行った。その結果，黒板の使い方については，当初使用する予定にしてい
た板書カードや使用する色の整理・統一を図った方が，生徒が重要なポイントに注目しやすく
なるとの結論に至った。また，授業のめあてのキーワードとなる空欄部分を授業のどの段階で
提示するのかについての議論によって，問題解決の見通しを持ちながら，安心して学習に取り
組むことができるように，授業のはじめの段階で提示することにした。
　ワークシートについては，十分な思考時間を確保することができるように生徒が書き込む量
の調整を図る必要があることと，ワークシートの視覚的手がかりについてのさらなる工夫が必
要であることが確認された。そこで，生徒が書き込む量の調整をしたり，学習の流れに沿った
ワークシートの形式に修正したり，書き込む欄を大きくしたりすることで，取り組みやすいワ
ークシートに変更した。生徒一人ひとりに対する支援方法に関する議論では，特に集中できな
い生徒への支援について検討し，些細なつまずきが活動への集中に影響する生徒に対しては，
黒板に立式の手順などを掲示することで，集中して学習活動に取り組めるようにした。また，
授業以外のことに影響されて集中が途切れる生徒に対しては，頻繁に声かけをして今取り組む
べきことは何かを確認することにした。
　以上のような学習指導案の検討会や模擬授業による検討を通して学習指導案を完成させた。
完成した学習指導案は，以下のとおりである。

池田　寛法・田邊　美穂・水谷　泰・西村　響子・瀬川　大輔・高野　睦美・富山　光浩・黒木　恵・戸ヶ﨑　泰子　30



中学校知的障害特別支援学級 数学科（グループ①）学習指導案 

                                                                     授業提案者 ○○ ○○ 

１ 単元名 連立方程式 

 

２ 単元の目標 

〇 連立方程式の解の意味を理解し、簡単な連立方程式を解くことができる。 

〇 連立方程式の解き方を工夫したり、連立方程式を具体的な場面で活用したりすることができる。 

〇 連立方程式での学びを通して、日常生活において、見通しをもったり、筋道を立てて考えたりすることがで

きる。 

   

３ 指導観  

〇 変化の激しい社会において、さまざまな事象を的確にとらえ、適切に判断し、処理していくことは、特別支

援学級の生徒の主体的で自立した生活にとっても必要なことである。このような力を育成する方法の１つに方

程式の学習がある。方程式の学習は、数学的な処理方法の有用性や手際よく解決できるといった利便性を実感

できる単元である。また、具体的な事象について方程式を用いて解決していくことで、見通しを立てることや

筋道を立てて考える論理的な思考力を育てることができることからも本校の特別支援学級が設定しているキ

ャリア教育の本年度の重点指導課題である、「課題対応能力」を育てる上でも重要な学習内容であると考える。 

（中 略） 

〇 本時の指導は、連立方程式の学習を一通り終え、習得した知識・技能を身近な事象や具体的場面で「生かす」

段階であることから、文化発表会の物品販売を題材とする。導入場面では、昨年の文化発表会の販売を振り返

り、連立方程式を利用して、昨年の皿と鍋敷きの販売個数を求める。展開場面では、販売金額を 1 万円にする

には、皿と鍋敷きをそれぞれ何枚売ればよいかを考える。その際、２つの数量関係を表で表し整理していくこ

とで、見通しをもち筋道を立てて処理していく力を養う。終末場面では、表を使って考えることの良さや連立

方程式が身近な問題の解決に役立つことに気付く。 

 

 生徒Ｍ 生徒Ｎ：２年女子 生徒Ｔ：３年女子 生徒Ｖ 生徒Ｒ：３年男子 

既
習
内
容
の
習
得
状
況 

正の数・負の数 四則計算 

省 

略 

〇 ◎ 

省 

略 

〇 

文字式の計算 加減乗除 〇 ◎ △ 

文字式の計算 関係を表す式 ☓ △ ☓ 

方程式 方程式の解き方 〇 ◎ 〇 

方程式 方程式の利用 ☓ ☓ ☓ 

式の計算 式の加減 〇 ◎ 〇 

式の計算 多項式の計算 〇 ◎ 〇 

式の計算 単項式の乗除 △ 〇 〇 

式の計算 文字式の利用 ☓ ☓ ☓ 

達成率 ◎：８割以上 〇：６割～８割 △：４割～６割 ☓：４割未満 
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生 徒 本時の授業に関する実態 個 人 の 目 標 

生徒Ｍ    

生徒Ｎ ⚫ 物事を想像して考えることが苦手で、自分の思い込

みで問題を解こうとする。 

⚫ 文章題から数量関係を見つけるために、具体物を使っ

た操作や視覚的な説明が必要である。 

〇 ワークシートの工夫や視覚的な支

援のもとで、２つの数量関係を表で表

すことができ、身近な問題の解決を図

ることができる。 

生徒Ｔ 

 

⚫ 文章題から数量の関係を見つけ出すことに苦手意

識をもっている。 

⚫ 解決の見通しが立たないと不安になることがある

ので、問題の解き方など視覚的に示す必要がある。 

〇 ワークシートの工夫により、２つの

数量関係を表で表すことができ、身近

な問題の解決を図ることができる。 

生徒Ｖ   

生徒Ｒ ⚫ 文章題から数量の関係を見つけ出すことに苦手意

識をもっているが、簡単な数量関係は式に表すこと

ができる。 

⚫ 自分の考え方や解き方に自信をもてないでいる。そ

のため、すぐに周りに頼ってしまう。解き方の手順

があると安心して取り組める。 

〇 解き方の手順を視覚的に示すこと

で、２つの数量関係を表で表すことが

でき、身近な問題の解決を図ることが

できる。 

 

４ 指導計画 （省略） 

 

５ 本時の目標 

 〇 ２つの数量関係を表で表し、身近な問題の解決を図ることができる。 

 

６ 学習指導過程 （抜粋） 

学習活動及び学習内容＜時間配分＞ 生徒Ｎ 生徒Ｔ 生徒Ｒ 

１．本時の流れを確認する。＜3分＞ 

（１）本時のめあてを知る。 

 

 

 

（２）本時の流れを確認する。 

  ① 昨年の文化発表会の販売を振り返る。 

  ② 今年の文化発表会の販売を考える。 

 

２．昨年の文化発表会の販売を振り返る。＜5分＞ 

 質問① １番売れたものは？ 

        ＜答え＞ 皿と鍋敷き 

 質問② 皿と鍋敷きは合わせて何枚売れたか？ 

＜答え＞７０枚 

 質問③ 皿と鍋敷きの合わせた売上はいくらか？

  

        ＜答え＞８０００円 

 質問④ 皿と鍋敷きのそれぞれの１枚の値段は？ 

     ＜答え＞皿１枚１５０円、 

       鍋敷き１枚１００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇授業に集中できる

ように、他の事に

気を取られている

ときは、今、取り組

んでいることの確

認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇授業に集中できる

ように、他の事に

気を取られている

ときは、今、取り組

んでいることの確

認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇発表回数が多くな

らないように、発

表カードを用意し

て自分の発表回数

を把握できるよう

にする。 

 

〇 （   ）を利用して、課題を解決する。 

〇連立方程式を身近な事象として捉えられるように、文化発

表会を扱う。 

〇本時のポイントを意識させられるように、（  ）の中に

入る言葉に注目させる。 
〇見通しがもてるように、「本時の流れ」を視覚的に示す。 

〇学習意欲が高まるように、クイズ形式で出題する。  

〇解答しやすいように、質問によって選択肢を提示したり、ヒ

ントを出したりする。 
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３．連立方程式をつくり、皿と鍋敷きの売った枚

数を求める。＜13分＞ 

手順① 文字で表すものを確認する。 

手順② ２つの数量関係を見つける。 

手順③ 連立方程式をつくる。 

手順④ 連立方程式を解き、皿と鍋敷きの枚数を求

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．連立方程式を利用した課題に取り組む。 

＜22分＞ 

 

 

 

 

（１）連立方程式をもとに考える。 

 

（２）表に整理して考える。 

 

（３）表をもとに考えた皿と鍋敷き 

の枚数を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

５．本時の振り返り  ＜3分＞ 

〇 めあての（  ）に入る言葉を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇周りに頼らずに自

力で解けるように、

ワークシートを工

夫する。 

〇方程式のつくり方

など、分からない時

や困った時に意思

表示できるように、

｢ヘルプカ－ド｣を

机上に置くことを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆売上金額が1万円

になるように、皿

と鍋敷きの枚数に

ついて、表を使っ

て正しく選択させ

る。 

〇正確に表を作成でき

るように、正しく皿

や鍋敷きの値段が求

められていないよう

であれば、数量の変

化に注目させ、間違

いに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇解き終えた後に、

勝手に答えをつぶ

やかないようにす

ることを確認して

おく。 

〇余った時間を有効

に使えるように、早

く解けた場合は、類

似問題に挑戦させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆皿と鍋敷きの枚数

について、見通し

をもって課題解決

できるように、表

を使って考えさせ

る。 

〇余った時間を有効

に使えるように、

早く解決した場合

は、売上を1万5千

円とした問題に挑

戦させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇解き終えた後に、

勝手に答えをつぶ

やかないようにす

ることを確認して

おく。 

〇早く解こうとする

あまり、計算が雑

に な ら な い よ う

に、丁寧に解くこ

とで確実に解ける

力があることを伝

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆皿と鍋敷きの枚数

について、見通し

をもって課題解決

できるように、表

を使って考えさせ

る。 

〇正確に表を作成で

きるように、正し

く皿や鍋敷きの値

段が求められてい

な い よ う で あ れ

ば、数量の変化に

注目させ、間違い

に気付かせる。 

 

 

 

 

７ 評価規準 （省略） 

　χ＋

皿と鍋敷きの売上を1万円にするためには、皿

と鍋敷きをそれぞれ何枚売ればよいか考える。 

〇身近な問題として、課題を捉えることができるように、皿

と鍋敷きの売上を１万円にするためには、皿と鍋敷きをそ

れぞれ何枚売る必要があるか考えさせる。  

〇連立方程式では、課題解決は困難であることに気付かせ

る。 

〇表を使って、２つの数量関係を整理することができるよう

に、個に応じたワークシートを作成する。 

〇どの生徒でも発表できるように、発表の仕方を提示するよ

うにする。 

〇十分な発表時間がとれない場合は、代表者を決めて発表さ

せるようにする。 

〇皿と鍋敷きの枚数の求め方の見通しが立てられるよう、連

立方程式をつくる手順を視覚的に示す。  

〇自分の解答に自信がないときは、先生に相談してもよいこ

とを伝える。 

〇日常生活の場面で、問題解決できるように、表や図を使っ

て考えることの良さに気付かせる。  
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（２）研究授業と事後研究会について（10 月 23 日）
①　研究授業時の対象生徒の様子

これまでに検討を重ねてきた学習指導案にしたがって研究授業を行ったところ，大半の生
徒が昨年の販売学習の売上個数を求める連立方程式を立式することができ，解を求めることも
できていた。しかし，「表」を用いて今年の販売学習で１万円の売り上げを得るための品物の
販売個数を求める問題については，既習事項である「表」の表し方の習得が十分でなかった生
徒がいた。そのため問題解決に時間がかかってしまい , 授業終末のふりかえりを行う時間を十
分に取ることができなかった。このことから，学習内容が生徒の習得状況をふまえたものにな
っていたかという点に関しては，概ね生徒の実態に即した内容になっていたものの，より詳細
な実態把握とその結果をふまえた内容や指導方法の検討が必要な部分もあったと言える。なお，
連立方程式の応用段階として，連立方程式では解けない問題に対して表を活用することで答え
を導くという学習内容を設定したことについては，表を活用して物事を考えることができるこ
とを実感させることができた点で適切な課題であったと考えられる。

授業のめあてについては，キーワードを空欄にして提示することでキーワードを考えさせ
るように工夫した。実際，本授業のポイントとなるキーワードを考え，そのポイントを意識し
ながら学習することができていたが，キーワードを考えるために必要な前時までの学習内容の
想起に手間取ってしまった。なお，授業の最初に授業のめあてと授業の流れを示したことにつ
いては，生徒の思考を止めることなく円滑な学習に結びつけることができたことから適切なタ
イミングであったと言える。

生徒一人ひとりの実態に即した支援の手立てとしては，主に視覚的な手がかりを掲示する
手立てを用いることにしていた。しかし，授業者が表の作成手順を掲示することを忘れてしま
い , 十分な説明ができなかったために表の作成場面でつまずく生徒がいた。そのため，終末の
ふりかえりに十分な時間をかけることができなかった。適切な支援の手立てを適切に行うこと
ができていれば，もっとスムーズに学習が進み，授業終了時のふりかえりと目標達成状況の自
己評価を促すことができたであろう。以上のような反省点はあるものの，生徒の個別の学習目
標については，概ね達成することができ，特に２つの数量関係を表で表すことについては全員
達成することができていた。２つの数量関係を表で表すことで，身近な問題を解決に導くこと
については，多少のつまずきを示す生徒がいたものの，最終的には全員が授業で提示した課題
を解決することができていた。

②　研究授業に関する事後検討会での協議
小・中学校の特別支援学級担当教員及び管理職，特別支援教育を専門とする大学教員，教

育委員会の指導主事による事後検討会では，授業前半の学習内容やその指導手続きに関して，
「昨年の文化発表会の皿と鍋敷きの販売個数を連立方程式によって求める場面で，数量関係や
連立方程式を解く手順を視覚的に示しておけば，生徒がつまずくことが少なくなったのではな
いか」といった指摘があった。また，授業の展開段階の学習内容やその指導手続きに関しては，

「今年の販売目標を考えるときに，たくさん売りたいという意欲を持たせるような働きかけが
必要だったと思う」，「今年の文化発表会で 1 万円の売り上げを得るための皿と鍋敷きの販売個
数を考える際に，皿と鍋敷きの数の組み合わせがいくつあるのかを伝えておくことで課題への
取り組みがスムーズになったのではないかと思う」といった指摘があった。
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ふりかえりの時間が十分にとれなかったことについては，「時間がなかったとしても，表や
連立方程式を活用することで知りたい数量を明らかにすることができるということを確認し
て，今後の生活で役立てようとする意欲を喚起する必要がある」という指摘があった。

（３）研究授業後の生徒の様子について
研究授業後に実施した文化発表会に向けての生活単元学習の授業では，表を活用しながら

適切に販売目標数を決めることができていた。また，文化発表会当日はその販売目標を達成す
ることができたことで，大きな達成感を得ることができていた。文化発表会後の数学の授業で
は，文化発表会で販売した２種類の皿の値段を用いた「皿は全部で 60 枚販売し，4000 円の売
り上げがあった。50 円の皿と 100 円の皿のどちらが多く売れたか」という新たな問いに取り
組んだ。生徒は，それぞれ自分で連立方程式を立式し，熱心に解答を導き出そうとしていた。
連立方程式の単元以降の数学科の授業でも，数学科の授業を嫌がっていた生徒が「おもしろい」
と発言するようになったり，「今日は何を勉強するのですか」と尋ねてきたりする姿が見られ
るようになった。授業中に提示した問題を解く際にも，「自分で解くのでもう少し待ってくだ
さい」といった発言が見られるようになった。

（４）授業者の特別支援教育に関する専門性の向上・充実に対する「複数教員が学習指導案検
討から研究授業までの一連の取組に参加する形態の授業研究会」の有用性について

授業者は，知的障害特別支援学級を担当するようになった当初，知的障害のある児童生徒
に対する支援方法に関する他教科の教員からのアドバイスについては納得し，自身の授業づく
りに取り入れようという意識ももつことができていた。しかし , 特別支援学級での数学科の授
業づくりに関して，数学科教育を専門とする教員としての自負があったことから，他教科の教
員のアドバイスに納得できない部分があった。また，指導内容の選定に関しては，日頃から基
礎的・基本的な内容に十分な時間をかけることで，生徒に分かる喜びを味わわせたいという考
えで取り組んでいた。しかし，実際には生徒の困り感の所在を把握できておらず，生徒の数学
に対する学習意欲が徐々に薄れていく状態があった。しかも，生徒の学習意欲の低下の原因を
生徒の理解力の問題と捉えてしまいがちで，教員自身の授業づくりに課題があり，生徒一人ひ
とりに応じた育成すべき力についての考えが浅いという思考に至っていないことがあった。

本研究で取り組んだ複数教員が学習指導案検討から研究授業までの一連の取組に参加する
形態の授業研究会に授業者として参加したことによって，①生徒の数学科の当該学習内容に関
わる知識や技能の状態，学習に向かう態度や意識の状態を考慮した上で，学習内容が生徒の興
味関心を高めるものになっているか，②将来の自立や社会参加に役立つ知識や技能になってい
るか，③課題解決を考えたり，解決に向かおうとしたりする姿勢を育てるためにはどのような
指導・支援の工夫が必要なのか，④各教科での学習と生活単元学習での学習内容との関連性を
考慮した授業計画になっているかといったことをこれまで以上に深く考えるようになったと，
授業者自身の意識の変化が生じた。

そして，本研究の授業研究会以降，授業を構想する際には，①生徒に身に付けさせたい知
識や技能は何か，②重要な学習場面で十分な活動時間を確保することができる適切な時間配分
の指導過程になっているか，③前時の授業内容の復習や本時の授業内容の導入部分を大事にし
ながら効率よく学習することができる授業の流れになっているかなどを意識しながら，授業改

生活単元学習と関連づけた数学科指導の構想と実践 35　



善に取り組むようになったと自己省察していた。以上のことから，複数教員が学習指導案検討
から研究授業までの一連の取組に参加する形態の授業研究会は，授業者にとって特別支援教育
の専門性の向上・充実に有用なものであると言える。

（５）同僚教員の特別支援教育に関する専門性の向上・充実に対する「複数教員が学習指導案
検討から研究授業までの一連の取組に参加する形態の授業研究会」の有用性について

本研究で実施した授業研究会に参加した同僚教員にとって本授業研究会はどのような意味
があったのかについて，参加した同僚教員に確認したところ，本研究会に初めて参加した特別
支援教育が 2 年目の小学校教諭は，「教科と生活単元学習を関連づけなければならないことは，
分かっていたつもりだったが，どのように関連づけていくのかが分かっていなかった。今回の
授業研究会を通して教科と生活単元学習を関連づける考え方を学ぶことができた」，「複数の先
生から子どもが理解できるための多様な手立てについての話を聞くことで，自分自身の選択肢
が広がり，児童の実態に応じた手立てを考えるようになった」と述べていた。

他教科を専門とする特別支援教育 13 年の中学校教諭は，「教科での学びを実生活につなげ
ようと意識した結果，教科の授業の目標と同時期に実施している生活単元学習の目標との区別
が曖昧になってしまっていた。教師自身が教科で学ぶ意義と合わせた指導で学ぶ意義を区別し
て，生徒にも教科で学ぶ意義を説明できるようになることが大事であると考えた」,「この数
学科の授業後の生活単元学習において，数学の授業で得た知識を生徒自らが話し合いの中で発
表し，課題を解決する姿が見られた。このように教科と生活単元学習を関連づけることで，主
体的対話的な深い学びにつながっていくのだと感じた」と述べていた。また，他教科を専門と
する特別支援教育 20 年の中学校教諭は，「今まで数学科の学習内容の系統性を考えずに，数学
の授業を実施していた。計算の仕方のみを指導しており，学習したことをどのように実生活に
結び付ければよいのかが分かっていなかった。今回のように，生徒の実態に応じた内容精選の
仕方，連立方程式や表を使うことで，実際の生活に結びつけられるような学習内容を知ること
ができた」などの意見も挙がり，複数教員が学習指導案検討から研究授業までの一連の取組に
参加する形態の授業研究会は，研究会に参加した同僚教員にとっても特別支援教育に関する専
門性の向上・充実につながる有益な研究会であったことが明らかにされた。

４　考察

本研究では ,	知的障害特別支援学級における生活単元学習と関連づけた教科別の指導に関し
て検討することと知的障害特別支援学級担当教員の特別支援教育に関する専門性の向上・充実
を図るための研修のあり方を検討することを目的として，知的障害特別支援学級初担当教員の
教科別の指導の授業づくりの構想と実践をテーマとして，複数教員が学習指導案検討から研究
授業までの一連の取組に参加する形態による授業研究会に取り組んだ。

知的障害特別支援学級における生活単元学習と関連づけた教科別の指導に関しては，本研
究では ,	児童生徒の実態をふまえた教科内容の精選，具体的な授業の目標の設定，教科の特徴
と生活単元学習との関連性や順序性などについて検討を重ねて学習指導案を作成し，十分な教
材研究と模擬授業を実施した。このような多面的な授業の検討を行った上で授業実践した結果，
児童生徒は理解しやすい授業に参加することができ，数学科で学習した内容が他の場面で役立
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つことを実感することができた。さらに，その後の数学科の授業でも「数学はおもしろい」と
感じながら，自信をもって楽しく学習することができるようになった。

このような成果が得られた理由は２つあると考えられる。１つ目は，特別支援学級担当教
員同士で，教科の特徴をふまえながら生活単元学習と教科の学習の関連性について議論し，学
習指導要領改訂の観点として示されている「何を学ぶか」と「何ができるようになるか」とい
う視点から学習指導案を検討したことが挙げられる。このような単元や授業についての十分な
検討によって，生徒に何を学ばせたいのか，そしてどのように生活場面で生かせるようになっ
てほしいのかといった授業の方向性が明確になり，授業全体が整合性の高い内容になったから
だと考える。２つ目は児童生徒の詳細な実態把握に基づいた指導・支援の手立てを工夫した授
業が実践できたことを挙げることができる。具体的には , 学習指導要領改訂の観点として示さ
れている「どのように学ぶか」と「子ども一人ひとりの発達をどのように支援するか」につい
て，日頃から児童生徒と関わっている複数の教員で児童生徒の特性や苦手なこと，得意なこと
や好きなことなどを確認し合い，効果的だった指導・支援の手立てについての情報共有を行い，
それらの情報をふまえて本授業ではどのような指導・支援の手立てを適用することが有効かに
ついて議論を重ねた。その結果，生徒にとってより一層「分かりやすい授業」になったのだと
考えられる。

ところで，知的障害特別支援学級では，障害のない児童生徒に対する教育課程をそのまま
適用することが適当でない場合に「特別の教育課程」を編成することができる。しかし，児童
生徒の障害の状態等に応じて特別の教育課程を編成した場合，各教科の年間授業時数は少なく
なる。そのため各教科での学習内容は基礎的・基本的な内容に偏りがちであるが，少ない教科
の授業での基礎的・基本的な学びだけでは，生活や社会の中で活かしていく能力・技能を醸成
することは難しい。特に，学んだことが断片的になりやすく，実際の生活の場面の中で活かす
ことが苦手な知的障害のある児童生徒の場合，各教科で学習した内容を応用・発展させる経験
を積む機会を意図的に設定していくことが必須であると言える。そこで，本研究では「教科別
の指導」として数学科を，「各教科等を合わせた指導」として生活単元学習を取り上げて，双
方の単元同士の関連づけを図り，その結果，対象生徒にとって意義のある教育活動を展開する
ことができた。しかし，本研究で取り上げた教科は，数学科のみであり，その中の一単元を取
り上げただけである。すべての「教科別の指導」と「各教科等を合わせた指導」を相互補完的・
相補的に関係づけて，実際的・総合的な学びを実践することが可能になれば，児童生徒にとっ
て本当に必要な学びの実現に近づくであろう。そのためにも，今後は本研究のような授業づく
りの視点を数学科の他の単元にも適用したり , 他の教科にも拡大したりしていかなくてはなら
ない。

知的障害特別支援学級担当教員の特別支援教育に関する専門性の向上・充実を図るための
研修のあり方については，授業者と同僚教員どちらにも特別支援教育に関する専門性の向上・
充実が図られたと推察できる。すなわち，知的障害特別支援学級初担当の授業者が「①生徒の
数学科の当該学習内容に関わる知識・技能の状態，学習に向かう態度や意識の状態を考慮した
上で，学習内容が生徒の興味関心を高めるものになっているか，②将来の自立や社会参加に役
立つ知識・技能になっているか，③課題解決を考えたり，解決に向かおうとしたりする姿勢を
育てるためにはどのような指導・支援の工夫が必要なのか，④各教科での学習と生活単元学習
での学習内容との関連性を考慮した授業計画になっているかといったことをこれまで以上に深

生活単元学習と関連づけた数学科指導の構想と実践 37　



く考えるようになった」と自己省察しているように授業者自身の意識や授業づくりに向かう姿
勢に変化が生じた。

同僚教員からも「授業研究会を通して教科と生活単元学習を関連づける考え方を学ぶこと
ができた」，「複数の先生から子どもが理解できるための多様な手立てについての話を聞くこと
で，自分自身の選択肢が広がり，児童の実態に応じた手立てを考えるようになった」，「今まで
数学科の学習内容の系統性を考えずに，数学の授業を実施していた。計算の仕方のみを指導し
ており，学習したことをどのように実生活に結び付ければよいのかが分かっていなかった。今
回のように，生徒の実態に応じた内容精選の仕方，連立方程式や表を使うことで，実際の生活
に結びつけられるような学習内容を知ることができた」などの意見が挙げられた。以上のこと
から，本研究で実施した授業研究会は，授業者のみならず，授業研究会に参加した教員にとっ
ても有用なものであったと言える。また，特別支援学級初担当教員から特別支援教育の経験
10 年以上のベテラン教員まで，特別支援教育の経験の程度に関係なくどの教員にとっても有
意義なものになっていたことが分かる。

このような成果が得られた理由として，授業担当者が一人で構想した授業について研究授
業と事後検討会を行うといった一般的な授業研究会ではなく，授業構想段階から学習指導案の
作成，教材研究，指導方法に関する協議という授業づくりの一連の過程に，専門家を含めた複
数の教員が関わったことが挙げられる。教員の資質向上に関わる教育委員会等による最も一般
的な研修のスタイルは，大学等の専門家を講師として招聘した講義形式の研修会である（文部
科学省，2015）。確かに多くの専門的な知識の習得を目的とするならば専門家を招聘した講義
を受けることが効率的に学習できるだろう。その一方で，教師の力量形成の契機になっている
ことは「学校内での研究活動」，「学校内での優れた先輩や指導者との出会い」，「教育実践上の
経験」，「意味のある学校への赴任」，「学校外での優れた人物の出会い」と，その多くが「学校
内での教育実践」に関わることであると指摘されている（山崎，2002）。また，いくつかの教
育センターが実施したアンケートでも授業力向上の鍵は，「学年や教科担当間等のチームで授
業を見合い，協議をする」という授業研究会であることが報告されている（横浜市教育センタ
ー，2006；秋田県総合教育センター，2008 など）。すなわち，本研究で取り組んだ特別支援教
育に関する専門性の向上・充実を目的とした授業研究会も，授業を見合って協議する形式であ
ったことから，授業研究会に参加したすべての教員にとって有益な研修になったと言える。加
えて，本研究では，研究授業のみを見合って協議する授業研究会ではなく，授業構想段階から
PDCA サイクルに則って同僚教員同士の協議を複数回行った。このような検討後の授業から
学ぶのではなく，授業を考える段階からの協議の積み重ねが各教員の授業構想に必要な考え方
の修得につながったと考えられる。

特別支援教育に関する専門性の向上・充実を目的とした授業研究会に関する今後の重要な
課題としては，「効率的な授業研究会の進め方」を挙げることができる。近年は多くの職場で

「働き方改革」が求められており，学校教員もその例外ではなく，「学校における働き方改革に
関する取組の徹底について（通知）」（文部科学省，2019）では，業務の役割分担・適正化のた
めに教育委員会等が取り組むべき方策の 1 つとして「ICT や OA 機器の積極的な導入・更新
を通じた業務効率化や，教師の研修の整理・精選」を挙げている。このような教員の資質能力
の向上が求められている一方で，研修の合理化も求められているという状況においては，本研
究で取り組んだような複数の教員が一堂に集まる形の研修会の頻度を上げることは非常に難し
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くなってきていると言える。しかしながら，本研究で取り組んだスタイルの授業研究会は授業
者のみならず参加したすべての教員にとって意味のある研修であったことを考えると，適切な
時期やタイミングに効率的に「複数教員による授業構想段階からの授業研究会」を継続実施す
るための工夫と努力が欠かせないと考える。例えば，授業者個人による授業構想の検討が円滑
に進められるように，単元づくりや授業づくりに関するチェック項目を準備して構想した単元
や授業に関する自己点検を行い，その上で複数教員による協議を行うと効率的で効果的な協議
になると思われる。そのためにも今後は単元・授業づくりに関する評価項目についての検討を
行っていく必要がある。

最後に，特別支援教育の専門性の向上・充実に関して，本研究から得られた示唆を２点挙
げる。１つ目は，指導者自身が「教科の知識を分かりやすく教えれば児童生徒の資質能力の向
上が図れる」といった考え方から「知っていることを活用して何ができるようになるか」とい
う指導観への意識改革が必要であるということである。実際，本研究の授業者には，一連の授
業研究会を通して「生徒の実態や関心の状態を考慮した上で，将来の自立や社会参加に役立つ
知識・技能・態度を育てる授業内容・授業方法になっているかを深く考えるようになった」と
いう意識の変化が生じていた。このような意識の変容は単元計画や学習指導案を十分に練り上
げるという経験や納得のいく授業実践の経験によるものと考えられる。そして，そういった納
得のいく授業実践の経験がこの授業者自身の意識の変化をもたらし，その意識の変容がより効
果的な教育を構想する原動力になっていくと考えられる。

２つ目は，特別支援教育の専門性の向上・充実に，単元づくりや授業づくりの研究は欠か
すことができないということである。そして，児童生徒の実態把握に関する情報収集や指導・
支援方法の検討にあたっては，複数の教員からの情報提供や協議による多面的な検討が有効で
あるということである。本研究においても，複数の教員が授業研究会に参加して，授業者が構
想した単元計画や学習指導案を「各教科等を合わせた指導」と「教科別の指導」との関連とい
う視点から多面的に検討した。そして，授業の進め方の協議の中では，複数の教員から提供さ
れた生徒の実態に関する情報をふまえながら有効と考えられる手立てを決定した。その上で研
究授業の検証を行うという PDCA サイクルに則った授業研究会を実施した。なお，本研究で
の授業研究会には，特別支援教育を専門とする大学教員も参加しており，専門家からの意見が
新しい視点を取り入れた授業構想につながった部分は大きい。したがって，多面的に授業を検
討するためには，専門家の協力も不可欠と言えよう。

５　文献

秋田県総合教育センター　2008　授業研究の活性化を図るための研修方法の工夫改善

中央教育審議会　2016　幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及

び必要な方策等について（答申）

国立青少年教育振興機構　2015　高校生の生活と意識に関する調査報告書：日本・米国・中国・韓国の比

較

国立特別支援教育総合研究所　2006　生活単元学習を実践する教師のためのガイドブック：「これまで」，

そして「これから」

文部科学省　2015　教員の資質能力の向上に関する調査の結果

生活単元学習と関連づけた数学科指導の構想と実践 39　



文部科学省　2018　特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）

文部科学省　2019　学校における働き方改革に関する取組の徹底について（通知）

文部科学省　2020　特別支援教育資料（平成 30 年度）

文部科学省・国立教育政策研究所　2015　平成 27 年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）

文部科学省・国立教育政策研究所　2016a　国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2015）のポイント

文部科学省・国立教育政策研究所　2016b　OECD 生徒の学習到達度調査（PISA2015）のポイント

21 世紀の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会議　2001　21 世紀の特殊教育の在り方について（最

終報告）

竹林地毅　2014　小学校特別支援学級担任者の専門性向上に関する調査　広島大学大学院教育学研究科附

属特別支援教育実践センター紀要，12，75-82.

竹林地毅　2017　「各教科等を合わせた指導」の展望：これからの教育の在り方を示す先導的な実践として

の位置付け　特別支援教育研究，717，6-9．

山口　薫・金子　健　2004　特別支援教育の展望　日本文化科学社

山崎準二　2002　教師のライフコース研究　創風社 .

横浜市教育センター　2006　授業力向上の鍵２：横浜の新たな授業研究

付記

本研究は，「宮崎大学教育学部 2019 年度学部・附属共同研究補助金」の助成を受けた。

池田　寛法・田邊　美穂・水谷　泰・西村　響子・瀬川　大輔・高野　睦美・富山　光浩・黒木　恵・戸ヶ﨑　泰子　40


